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成田国際空港株式会社は、高い清掃能力を持ち、レーザーセンサー等を活用した高度な
自律走行性能と正確なマッピング（清掃エリア設定）に優れた、Avidbots社（カナダ）製
「Neo」とサイバーダイン社（日本）製「MB-CL02」の2機種をターミナルビルの床面清掃
業務に導入します。（次頁参照）

日本の玄関である成田空港は、現在、延床面積が約92万m2もの巨大ターミナル施設で
すが、その衛生と美観は、昼夜を問わず誇りをもって業務に従事する多くの清掃スタッフの手
によって保たれています。東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて更に多くのお客様を
お迎えするにあたり、一部の業務をロボットに担わせることで、スタッフが熟練したスキルを要す
る作業にいっそう専念できるよう、清掃業務のあり方を再構築して参ります。
同時に、ロボットの活用が「お客様に見せる清掃」への進化を促し、また、清掃スタッフを「ロ

ボットオペレーター」として位置付けることによって、新たな清掃業務の姿を成田空港から発信
して行きます。
成田空港では、今後も最先端の技術を活用した自動化・省力化の取組を推進するととも

に、お客様にとって「安全・安心・快適」な空港を実現して参ります。（別紙参照）

導入概要

～床面清掃ロボットの導入によるターミナルビル清掃業務の自動化・省力化～

成田空港の清掃業務が変わります！

ロボットによる清掃作業を行う会社
（成田国際空港㈱からの委託）

１．機種と台数：① Neo（ネオ）ハードフロア水洗浄用 × ２台

② MB-CL02（エムビーシーエルゼロツー）カーペット用 × 10台

２．導入日：2019年11月25日(月)

３．用 途：ターミナルの床面の清掃

４．エリア：① Neo ・・・

② MB-CL02 ・・・ 第１ターミナル第３サテライト出発コンコース

※１

※1 うち1台は株式会社成田空港美整社が所有・運用

株式会社 成田空港美整社

三栄メンテナンス 株式会社

株式会社 ソピュア

日本空港テクノ 株式会社

第２ターミナルサテライト連絡通路、国内線施設

第２ターミナル出発ロビー、到着コンコース

〒282-8601 千葉県成田市成田国際空港内NAAビル
URL：https://www.narita-airport.jp/jp/



導入機材について

Neo（ネオ）

外観イメージ

MB-CL02

外観イメージ

メーカー：Avidbots社(カナダ）

(日本総代理店：㈱マクニカ)

主な仕様：

-清掃対象：ハードフロア（塩ビタイル等）

‐清掃面積：3,208㎡/h（理論値）

-駆動時間：約4時間

‐サイズ・重量：

奥行1,4５8mm×幅699mm×高さ1,321mm

重量471kg(バッテリー含)

主な特長

-高い洗浄能力と自律走行性能（障害物回避・最適ルートの自動設計）

-充実した管理機能（清掃後のレポートで清掃済エリアの確認が可能）

‐高い操作性（分かり易いUI、マップ作成専任チームと連携した正確なマッピング）

‐成田空港オリジナルの外装デザイン

3Dカメラ

レーザーセンサー

洗浄パッド

汚水タンク

メーカー：サイバーダイン社（日本）

主な仕様：

-清掃対象：カーペット

-清掃面積：1,500㎡/h

-駆動時間：約2時間

‐サイズ・重量：

奥行620mm×幅480mm×高さ470mm

重量63kg(バッテリー含)

主な特長

-搭乗式バキュームカーと同等の高い吸塵能力（サイバーダイン社調べ）

-高い機動性と自律走行機能（小回り・高速運転・自動清掃経路生成）

‐充実した管理機能（ゴミ分布マップのフィードバック、障害物通知）

‐高い操作性（２次元バーコードの読取による清掃エリアの認証）

飛び立つ飛行機を描いたフロント部、観光名所やパスポートのスタンプをあしらったサイドデザインによ
り、旅がもたらすワクワク感と成田空港がつなぐ世界と日本の豊富な航空ネットワークを表現しました。
（11月12日現在：海外118都市、国内22都市）

※2

※2 株式会社成田空港美整社が導入するNeoについては別途デザインを検討中。

3Dカメラ

吸塵ブラシ

レーザーセンサー



【別紙】 東京2020オリンピック・パラリンピックに向けたロボット導入の取組

成田空港では現在、最先端ロボットの活用による業務の自動化・省力化の取組
を進めています。空港をフィールドとしたロボットの更なる活躍にご期待ください！

警備ロボット「セコムX2」
ターミナル内の巡回・立哨警備に導入。（計4台体制）

【第1弾】（2019年6月～運用中）

清掃ロボット「Neo」及び「MB-CL02」の導入

【第2弾】（2019年11月～）

最新型警備ロボットの追加導入

【第3弾】（2019年冬予定）

多言語情報発信を行うサイネージロボットの導入

【第4弾】（2020年春予定）

インタラクティブなインターフェースを持つ案内ロボットの導入

【第5弾】（2020年夏予定）

上記第3弾～第5弾の取組は現時点での予定であり、導入時期が変更または中止となる場合があります。


